
平

成

十

年

六

月

九

日

受

領 
答

弁

第

三

九

号 

     
す
る
。 

衆
議
院
議
員
藤
田
幸
久
君
提
出
中
華
人
民
共
和
国
に
対
す
る
政
府
開
発
援
助
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付 

内
閣
衆
質
一
四
二
第
三
九
号 

平
成
十
年
六
月
九
日 

衆

議

院

議

長 
伊 

 

宗 

一 

郎 

殿 

 

内
閣
総
理
大
臣 

橋 

本 
 

太 

郎 

 

一 

 



 

一
の
2
に
つ
い
て 

一
の
1
及
び
3
に
つ
い
て 

中
華
人
民
共
和
国
（
以
下
「
中
国
」
と
い
う
。
）
の
べ
チ
ュ
ー
ン
医
科
大
学
に
対
す
る
無
償
資
金
協
力
で
あ
る
ベ
チ
ュ
ー

ン
医
科
大
学
機
材
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
平
成
元
年
（
千
九
百
八
十
九
年
）
十
月
に
中
国
対
外
経
済
貿
易
部
（
現
在
の
対

外
貿
易
経
済
合
作
部
）
か
ら
の
我
が
国
政
府
に
対
す
る
正
式
な
要
請
を
受
け
、
そ
の
後
、
十
分
な
検
討
、
調
査
を
行
い
、
案

件
の
妥
当
性
を
確
認
し
た
上
で
、
政
府
部
内
で
の
協
議
を
経
て
、
平
成
二
年
（
千
九
百
九
十
年
）
十
一
月
、
二
十
六
億
円
を

限
度
と
す
る
額
の
贈
与
を
行
う
旨
等
を
内
容
と
す
る
本
件
無
償
資
金
協
力
に
係
る
取
極
を
中
国
政
府
と
締
結
す
る
こ
と
に
つ

き
閣
議
決
定
し
、
同
月
、
中
国
政
府
と
の
間
で
交
換
公
文
に
署
名
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
件
を
実
施
す
る
に
至
っ
た
。 

無
償
資
金
協
力
に
つ
い
て
は
、
「
外
交
政
策
上
の
経
済
協
力
に
関
す
る
こ
と
」
（
外
務
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
二
百
八
十
三
号
）
第
四
条
第
三
十
一
号
）
を
所
掌
事
務
と
す
る
外
務
省
が
所
掌
し
て
お
り
、
御
指
摘
の
無
償
資
金
協
力
に

つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。 

御
指
摘
の
無
償
資
金
協
力
に
つ
い
て
は
、
外
務
省
の
指
示
に
基
づ
き
、
国
際
協
力
事
業
団
に
よ
る
基
本
設
計
調
査
が
実
施 

衆
議
院
議
員
藤
田
幸
久
君
提
出
中
華
人
民
共
和
国
に
対
す
る
政
府
開
発
援
助
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

三 

 



 

一
の
5
に
つ
い
て 

一
の
4
に
つ
い
て 

二
の
1
に
つ
い
て 

行
政
組
織
に
関
す
る
中
国
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
衛
生
部
は
国
務
院
に
お
い
て
医
療
及
び
衛
生
に
関
連
す
る
業
務
を
担
当
し

て
お
り
、
ま
た
、
外
事
司
は
、
国
際
交
流
及
び
協
力
の
事
務
を
所
掌
す
る
部
局
で
あ
る
。 

さ
れ
、
外
務
省
は
、
同
調
査
に
よ
る
基
本
設
計
を
妥
当
と
判
断
し
、
平
成
二
年
（
千
九
百
九
十
年
）
十
一
月
、
外
務
大
臣
か

ら
、
同
基
本
設
計
に
基
づ
く
無
償
資
金
協
力
に
係
る
取
極
の
締
結
に
関
す
る
閣
議
請
議
が
行
わ
れ
、
内
閣
と
し
て
閣
議
決
定

を
行
っ
た
。 

中
国
側
か
ら
の
正
式
な
要
請
を
受
け
、
国
際
協
力
事
業
団
が
、
外
務
省
の
指
示
に
基
づ
き
、
平
成
元
年
（
千
九
百
八
十
九

年
）
十
二
月
に
事
前
調
査
団
を
、
平
成
二
年
（
千
九
百
九
十
年
）
四
月
に
基
本
設
計
調
査
団
を
、
同
年
八
月
に
基
本
設
計
概

要
説
明
調
査
団
を
、
そ
れ
ぞ
れ
中
国
に
派
遣
し
、
必
要
な
協
議
及
び
調
査
を
行
っ
た
。 

各
調
査
団
の
日
程
及
び
面
談
者
に
つ
い
て
は
、
別
添
資
料
の
国
際
協
力
事
業
団
の
事
前
調
査
報
告
書
及
び
基
本
設
計
調
査

報
告
書
の
各
関
連
部
分
の
と
お
り
で
あ
る
。 

四 

 



 

三
の
3
に
つ
い
て 

三
の
2
に
つ
い
て 

三
の
1
に
つ
い
て 

二
の
2
に
つ
い
て 

行
政
組
織
に
関
す
る
中
国
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
衛
生
部
は
国
務
院
に
お
い
て
医
療
及
び
衛
生
に
関
連
す
る
業
務
を
担
当
し

て
い
る
。 

御
指
摘
の
基
本
設
計
概
要
説
明
は
、
中
国
側
関
係
機
関
に
対
し
、
基
本
設
計
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て
国
際
協
力
事
業
団

が
作
成
し
た
計
画
案
の
概
要
を
説
明
し
、
中
国
側
関
係
機
関
と
の
間
で
同
案
の
内
容
に
つ
い
て
基
本
的
な
合
意
を
得
る
た
め

に
行
わ
れ
た
。 

国
際
協
力
事
業
団
の
基
本
設
計
調
査
報
告
書
に
あ
る
中
国
側
協
議
参
加
者
名
簿
に
お
い
て
は
、
衛
生
部
の
一
名
及
び
ベ 

チ
ュ
ー
ン
医
科
大
学
の
四
名
の
計
五
名
が
通
訳
と
さ
れ
て
い
る
。 

国
際
協
力
事
業
団
の
基
本
設
計
調
査
報
告
書
に
あ
る
中
国
側
協
議
参
加
者
名
簿
に
お
い
て
は
、
ベ
チ
ュ
ー
ン
医
科
大
学
の

二
名
が
通
訳
と
さ
れ
て
い
る
。 

五 

 



 

四
に
つ
い
て 

五
の
1
に
つ
い
て 

三
の
4
に
つ
い
て 

右
計
画
案
は
、
中
国
側
関
係
機
関
と
の
間
で
基
本
的
な
合
意
に
達
し
た
後
、
基
本
設
計
調
査
報
告
書
と
し
て
取
り
ま
と
め

ら
れ
、
我
が
国
政
府
は
、
同
報
告
書
を
基
に
援
助
の
内
容
及
び
供
与
限
度
額
を
決
定
し
た
。 

そ
の
後
、
平
成
二
年
（
千
九
百
九
十
年
）
一
月
に
戒
厳
令
が
解
除
さ
れ
、
中
国
情
勢
の
安
定
化
が
見
ら
れ
る
と
と
も
に
、

同
月
十
六
日
に
来
日
し
た
鄒
家
華
国
務
委
員
が
、
当
時
の
海
部
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
我
が
国
要
人
に
対
し
第
三
次
円
借
款
を 

基
本
設
計
概
要
説
明
調
査
団
に
よ
る
基
本
設
計
概
要
説
明
は
、
国
際
協
力
事
業
団
の
基
本
設
計
調
査
報
告
書
に
あ
る
中
国

側
協
議
参
加
者
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
に
対
し
て
行
わ
れ
た
。
な
お
、
必
要
に
応
じ
、
大
使
館
員
等
が
相
手
国
の
関
係

機
関
に
説
明
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
本
件
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
な
い
。 

平
成
元
年
（
千
九
百
八
十
九
年
）
六
月
の
い
わ
ゆ
る
天
安
門
事
件
後
、
中
国
情
勢
の
流
動
化
、
渡
航
自
粛
勧
告
等
に
よ 

り
、
円
借
款
を
含
む
協
力
案
件
の
多
く
は
事
実
上
の
中
断
状
況
に
置
か
れ
た
。 

御
指
摘
の
よ
う
な
事
実
は
な
い
。 

六 

 



 

五
の
2
に
つ
い
て 

進
め
る
よ
う
要
請
し
、
同
月
十
八
日
に
は
、
平
成
二
年
度
（
千
九
百
九
十
年
度
）
の
新
規
の
案
件
に
関
す
る
意
見
交
換
を
行

う
べ
く
、
外
務
省
の
経
済
協
力
局
長
が
中
国
に
派
遣
さ
れ
た
。
ま
た
、
中
国
側
が
改
革
、
開
放
政
策
を
継
続
す
る
姿
勢
を
示

し
、
経
済
面
に
お
い
て
、
対
外
関
係
の
改
善
の
た
め
の
努
力
を
示
す
動
き
を
見
せ
た
こ
と
に
か
ん
が
み
、
経
済
企
画
庁
、
外

務
省
、
大
蔵
省
及
び
通
商
産
業
省
の
四
省
庁
が
協
議
の
上
、
同
年
七
月
の
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
の
際
に
、
海
部
内
閣

総
理
大
臣
か
ら
、
第
三
次
円
借
款
を
徐
々
に
進
め
て
い
く
と
の
考
え
方
を
表
明
し
、
サ
ミ
ッ
ト
参
加
国
の
理
解
を
得
た
。
こ

う
し
た
経
緯
を
経
て
、
同
年
七
月
三
十
日
か
ら
八
月
一
日
ま
で
の
間
、
中
国
に
政
府
調
査
団
を
派
遣
し
た
上
、
同
年
十
一
月

に
第
三
次
円
借
款
の
初
年
度
で
あ
る
平
成
二
年
度
（
千
九
百
九
十
年
度
）
第
一
回
分
の
供
与
に
係
る
取
極
を
中
国
政
府
と
締

結
す
る
こ
と
に
つ
き
閣
議
決
定
し
た
。
ま
た
、
海
部
内
閣
総
理
大
臣
は
、
平
成
三
年
（
千
九
百
九
十
一
年
）
八
月
の
訪
中
の

際
に
、
中
国
の
改
革
、
開
放
政
策
に
基
づ
く
近
代
化
努
力
に
対
し
で
き
る
限
り
の
協
力
を
行
う
と
の
方
針
が
不
変
で
あ
る
こ

と
を
表
明
し
た
。 

御
指
摘
の
中
国
に
対
す
る
円
借
款
に
つ
い
て
は
、
経
済
企
画
庁
、
外
務
省
、
大
蔵
省
及
び
通
商
産
業
省
の
四
省
庁
に
よ
る

協
議
を
経
て
、
平
成
二
年
（
千
九
百
九
十
年
）
十
一
月
に
そ
の
取
極
を
中
国
政
府
と
締
結
す
る
こ
と
に
つ
き
閣
議
決
定
が
な 

七 

 



 

五
の
3
に
つ
い
て 

(二) 

第
四
十
五
回
国
際
通
貨
基
金
、
国
際
復
興
開
発
銀
行
年
次
総
会
時
の
平
成
二
年
（
千
九
百
九
十
年
）
九
月
二
十
五
日
に 

(一) 

第
二
十
三
回
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
年
次
総
会
時
の
平
成
二
年
（
千
九
百
九
十
年
）
五
月
三
日
に
お
い
て
、
橋
本
大
蔵
大
臣

は
、
李
貴
鮮
中
国
人
民
銀
行
行
長
か
ら
、
国
際
復
興
開
発
銀
行
及
び
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
の
対
中
融
資
再
開
並
び
に
第
三
次

円
借
款
の
開
始
に
つ
い
て
日
本
の
理
解
を
求
め
る
旨
の
要
請
を
受
け
て
い
る
。 

な
お
、
御
指
摘
の
円
借
款
に
関
す
る
中
国
政
府
関
係
者
か
ら
当
時
の
橋
本
大
蔵
大
臣
に
対
す
る
非
公
式
要
請
は
、
次
の
と

お
り
で
あ
る
。 

円
借
款
の
正
式
要
請
に
つ
い
て
は
、
途
上
国
政
府
か
ら
外
交
ル
ー
ト
を
通
じ
て
在
外
公
館
等
我
が
国
政
府
に
対
し
て
公
式

文
書
を
も
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
大
蔵
大
臣
が
中
国
政
府
か
ら
正
式
要
請
を
受
け
る
立
場
に
は
な
い
。 

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
す
る
大
蔵
省
の
所
掌
事
務
と
し
て
は
、
大
蔵
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）

第
四
条
第
百
十
八
号
に
「
本
邦
か
ら
の
海
外
投
融
資
に
関
す
る
事
務
を
管
理
す
る
こ
と
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
大

蔵
大
臣
は
、
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
上
、
大
蔵
省
設
置
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
同
省
の
所

掌
事
務
に
つ
い
て
、
主
任
の
大
臣
と
し
て
、
そ
の
事
務
を
統
括
す
る
等
の
権
限
を
有
し
て
い
る
。 

八 

 



 

五
の
4
に
つ
い
て 

六
の
1
に
つ
い
て 

橋
本
大
蔵
大
臣
は
、
平
成
二
年
（
千
九
百
九
十
年
）
五
月
三
日
、
ニ
ュ
ー
・
デ
リ
ー
に
お
け
る
第
二
十
三
回
ア
ジ
ア
開
発

銀
行
年
次
総
会
で
の
総
務
演
説
に
お
い
て
、
「
な
お
、
我
々
の
友
人
で
あ
る
中
国
と
先
進
諸
国
と
の
経
済
協
力
関
係
が
、
現

在
、
か
つ
て
の
関
係
と
若
干
様
相
を
異
に
し
て
い
る
の
は
残
念
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
我
が
国
と
し
て
は
、
ア
ジ
ア
に
位
置

し
、
中
国
と
長
い
交
流
の
歴
史
を
持
つ
と
い
う
立
場
を
踏
ま
え
、
中
国
と
各
国
及
び
国
際
機
関
と
の
関
係
が
双
方
の
努
力
に

よ
り
速
や
か
に
旧
に
復
す
る
こ
と
を
強
く
希
望
し
て
お
り
ま
す
。
」
と
発
言
し
て
い
る
。 

な
お
、
御
指
摘
の
円
借
款
に
つ
い
て
、
橋
本
大
蔵
大
臣
が
内
閣
総
理
大
臣
若
し
く
は
外
務
大
臣
と
の
協
議
又
は
閣
議
若
し

く
は
閣
僚
懇
談
会
に
お
い
て
発
言
し
た
と
い
う
記
録
や
橋
本
大
蔵
大
臣
が
事
務
当
局
へ
検
討
を
指
示
し
た
と
い
う
記
録
は
見

当
た
ら
な
い
。 

お
い
て
、
橋
本
大
蔵
大
臣
は
、
王
丙
乾
財
政
部
長
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
天
安
門
事
件
以
来
の
厳
し
い
環
境
の
中
で
第
三
次
円

借
款
に
つ
い
て
の
弾
力
的
な
対
応
を
求
め
る
旨
の
要
請
を
受
け
て
い
る
。 

橋
本
大
蔵
大
臣
は
、
平
成
三
年
（
千
九
百
九
十
一
年
）
一
月
八
日
か
ら
十
一
日
ま
で
の
間
、
中
国
の
改
革
、
開
放
政
策
及 

九 

 



 

六
の
2
か
ら
4
ま
で
に
つ
い
て 

七
の
1
に
つ
い
て 

び
日
中
二
国
間
の
経
済
、
金
融
協
力
を
始
め
と
す
る
協
調
関
係
の
強
化
等
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
う
た
め
、
中
国
を
訪

問
し
て
い
る
。
随
行
者
は
、
千
野
忠
男
大
蔵
省
国
際
金
融
局
長
等
で
あ
り
、
日
程
に
つ
い
て
は
、
一
月
九
日
に
王
丙
乾
財
政

部
長
、
李
鵬
国
務
院
総
理
及
び
李
貴
鮮
中
国
人
民
銀
行
行
長
と
会
談
し
、
翌
十
日
に
陳
敏
章
衛
生
部
長
、
李
鉄
映
国
家
教
育

委
員
会
主
任
及
び
鄒
家
華
国
家
計
画
委
員
会
主
任
と
会
談
し
た
。 

な
お
、
橋
本
内
閣
総
理
大
臣
に
お
い
て
は
、
幾
つ
か
の
会
談
で
李
維
平
氏
が
中
国
側
の
通
訳
を
行
っ
て
い
た
記
憶
が
あ
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。 

中
国
に
関
し
て
は
、
厚
生
大
臣
で
あ
っ
た
当
時
、
昭
和
五
十
四
年
（
千
九
百
七
十
九
年
）
七
月
二
日
か
ら
四
日
ま
で
の 

間
、
阿
波
丸
遺
骨
受
領
訪
中
団
の
団
長
と
し
て
中
国
を
訪
問
し
て
い
る
。
随
行
者
は
、
厚
生
省
か
ら
河
野
義
男
厚
生
省
援
護

局
長
等
及
び
阿
波
丸
遺
族
代
表
で
あ
り
、
陳
慕
華
国
務
院
副
総
理
、
黄
華
外
交
部
長
、
銭
信
忠
衛
生
部
長
及
び
曽
生
交
通
部 

我
が
国
か
ら
の
通
訳
者
の
同
行
は
な
く
、
在
中
国
日
本
国
大
使
館
員
が
橋
本
大
蔵
大
臣
の
通
訳
を
務
め
た
が
、
人
数
に
つ

い
て
は
確
認
で
き
な
い
。 
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ま
た
、
昭
和
六
十
二
年
（
千
九
百
八
十
七
年
）
六
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
の
間
、
第
五
回
日
中
閣
僚
会
議
出
席

の
た
め
、
運
輸
大
臣
と
し
て
中
国
を
訪
問
し
て
い
る
。
随
行
者
は
、
中
村
徹
運
輸
省
国
際
運
輸
・
観
光
局
次
長
等
で
あ
り
、

日
中
閣
僚
会
議
の
全
体
会
議
出
席
の
ほ
か
、
銭
永
昌
交
通
部
長
、
尚
志
功
鉄
道
部
副
部
長
及
び
韓
克
華
国
家
旅
游
局
長
と
会

談
し
た
。 

平
成
九
年
（
千
九
百
九
十
七
年
）
九
月
四
日
か
ら
七
日
ま
で
の
間
、
内
閣
総
理
大
臣
と
し
て
中
国
を
訪
問
し
て
い
る
。
随

行
者
は
、
与
謝
野
馨
内
閣
官
房
副
長
官
、
平
林
博
内
閣
外
政
審
議
室
長
、
丹
波
實
外
務
審
議
官
及
び
外
務
省
、
農
林
水
産 

省
、
通
商
産
業
省
の
担
当
局
長
等
で
あ
る
。
江
沢
民
国
家
主
席
、
李
鵬
国
務
院
総
理
、
喬
石
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員

長
、
朱
鎔
基
国
務
院
副
総
理
と
会
談
し
、
そ
の
後
、
藩
陽
及
び
大
連
を
訪
問
し
て
い
る
。 

ネ
パ
ー
ル
王
国
に
関
し
て
は
、
昭
和
六
十
二
年
（
千
九
百
八
十
七
年
）
六
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
間
、
日 

本
、
ネ
パ
ー
ル
航
空
、
観
光
協
議
の
た
め
、
運
輸
大
臣
と
し
て
同
国
を
訪
問
し
て
い
る
。
随
行
者
は
、
寺
嶋
潔
運
輸
省
大
臣

官
房
審
議
官
等
で
あ
り
、
ビ
レ
ン
ド
ラ
国
王
及
び
シ
ュ
レ
ス
タ
首
相
と
会
談
し
た
。 

長
と
会
談
し
た
。 

ま
た
、
平
成
三
年
（
千
九
百
九
十
一
年
）
七
月
十
九
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
間
、
財
政
金
融
事
情
調
査
の
た
め
、
大
蔵 
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八
の
1
に
つ
い
て 

七
の
3
及
び
4
に
つ
い
て 

七
の
2
に
つ
い
て 

大
臣
と
し
て
同
国
を
訪
問
し
て
い
る
。
随
行
者
は
、
内
海
孚
大
蔵
省
財
務
官
等
で
あ
り
、
ビ
レ
ン
ド
ラ
国
王
及
び
コ
イ
ラ
ラ

首
相
と
会
談
し
た
。 

外
務
省
の
文
書
管
理
規
定
に
従
っ
て
、
便
宜
供
与
に
係
る
文
書
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
一
年
保
存
、
最
長
で
も
五
年

保
存
と
な
っ
て
い
る
。
七
の
1
に
つ
い
て
で
述
べ
た
訪
問
以
外
に
、
橋
本
内
閣
総
理
大
臣
が
中
国
又
は
ネ
パ
ー
ル
王
国
を
訪

問
し
、
現
地
の
在
外
公
館
が
便
宜
供
与
を
行
っ
た
か
否
か
を
含
め
て
事
実
関
係
は
確
認
で
き
な
い
。 

橋
本
内
閣
総
理
大
臣
の
記
憶
に
よ
れ
ば
、
昭
和
六
十
三
年
（
千
九
百
八
十
八
年
）
八
月
に
中
国
を
訪
問
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。 

橋
本
内
閣
総
理
大
臣
に
お
い
て
は
、
七
の
1
に
つ
い
て
で
述
べ
た
訪
問
の
際
に
、
李
維
平
氏
が
会
談
等
に
同
席
し
て
い
た

記
憶
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

橋
本
内
閣
総
理
大
臣
に
お
い
て
は
、
右
訪
中
の
際
に
李
維
平
氏
が
通
訳
を
務
め
た
記
憶
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。 
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九
に
つ
い
て 

八
の
4
に
つ
い
て 

八
の
2
及
び
3
に
つ
い
て 

外
務
省
の
文
書
管
理
規
定
に
従
っ
て
、
便
宜
供
与
に
係
る
文
書
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
一
年
保
存
、
最
長
で
も
五
年

保
存
と
な
っ
て
お
り
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
既
に
記
録
は
廃
棄
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
在
外
公
館
職
員
が
通
訳
と
し

て
同
行
し
た
か
否
か
を
含
め
て
事
実
関
係
は
確
認
で
き
な
い
。 

橋
本
内
閣
総
理
大
臣
の
記
憶
に
よ
れ
ば
、
昭
和
六
十
三
年
（
千
九
百
八
十
八
年
）
八
月
の
訪
中
は
、
中
国
衛
生
部
の
招
待

で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

八
の
2
及
び
3
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
御
指
摘
の
件
に
つ
い
て
事
実
関
係
を
確
認
で
き
な
い
が
、
橋
本
内
閣
総
理

大
臣
の
記
憶
に
よ
れ
ば
、
七
の
3
及
び
4
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。 

我
が
国
の
在
外
公
館
の
職
員
を
始
め
と
す
る
政
府
職
員
が
通
訳
を
務
め
る
か
否
か
は
、
我
が
国
か
ら
の
訪
問
者
が
会
談
又

は
協
議
を
行
う
相
手
、
そ
の
会
談
又
は
協
議
の
内
容
等
に
よ
る
。 

な
お
、
一
般
に
、
国
務
大
臣
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
日
本
政
府
関
係
者
が
通
訳
に
当
た
る
。
ま
た
、
国
務
大
臣
経
験 
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十
一
の
2
に
つ
い
て 

十
一
の
1
に
つ
い
て 

十
の
2
に
つ
い
て 

十
の
1
に
つ
い
て 

平
成
四
年
（
千
九
百
九
十
二
年
）
の
査
証
発
給
及
び
拒
否
に
関
す
る
記
録
と
し
て
は
、
査
証
発
給
台
帳
の
み
が
保
管
さ
れ

て
い
る
が
、
同
台
帳
で
は
、
職
業
に
つ
い
て
詳
細
な
記
載
は
な
く
、
雑
技
団
に
よ
る
申
請
事
実
及
び
拒
否
事
実
に
つ
い
て
は

不
明
で
あ
る
。 

十
の
1
に
つ
い
て
で
述
べ
た
の
と
同
様
の
理
由
に
よ
り
、
昭
和
六
十
年
（
千
九
百
八
十
五
年
）
以
降
に
つ
い
て
も
雑
技
団

の
申
請
件
数
及
び
拒
否
件
数
は
不
明
で
あ
る
。 

李
維
平
氏
が
、
在
日
中
国
大
使
館
員
と
し
て
接
受
さ
れ
て
い
た
の
は
、
昭
和
六
十
年
（
千
九
百
八
十
五
年
）
六
月
二
十
二

日
か
ら
昭
和
六
十
二
年
（
千
九
百
八
十
七
年
）
十
月
十
七
日
ま
で
で
あ
っ
た
。 

者
で
あ
る
国
会
議
員
の
中
国
訪
問
に
お
い
て
は
、
会
談
又
は
協
議
を
行
う
相
手
、
そ
の
会
談
又
は
協
議
の
内
容
等
に
よ
り
、

日
本
政
府
関
係
者
が
通
訳
を
務
め
な
い
こ
と
も
あ
る
。 
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十
一
の
6
に
つ
い
て 

十
一
の
5
に
つ
い
て 

十
一
の
4
に
つ
い
て 

十
一
の
3
に
つ
い
て 

李
維
平
氏
は
、
日
本
国
籍
を
取
得
し
て
い
る
。
申
請
日
は
、
平
成
八
年
（
千
九
百
九
十
六
年
）
一
月
十
九
日
、
申
請
内
容

は
国
籍
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
第
五
条
、
第
七
条
後
段
に
基
づ
く
帰
化
、
国
籍
取
得
日
（
帰
化
許
可

日
）
は
、
同
年
十
二
月
十
六
日
で
あ
る
。 

出
入
（
帰
）
国
記
録
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
の
問
題
も
あ
っ
て
、
非
公
開
を
原
則
と
し
て
い
る
の
で
、
答
弁
を
差
し
控
え

た
い
。 

在
日
中
国
大
使
館
か
ら
の
口
上
書
に
よ
る
通
報
に
基
づ
き
、
文
化
担
当
の
ア
タ
ッ
シ
ェ
の
地
位
に
あ
っ
た
と
承
知
し
て
い

た
。 李

氏
と
同
じ
よ
う
に
日
本
人
と
婚
姻
し
た
外
国
人
の
帰
化
の
ケ
ー
ス
に
要
し
た
期
間
に
つ
い
て
の
統
計
は
な
い
。
帰
化
に 

御
指
摘
の
よ
う
な
調
査
を
行
っ
た
事
実
は
な
い
。 
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十
三
に
つ
い
て 

十
二
の
2
に
つ
い
て 

十
二
の
1
に
つ
い
て 

橋
本
内
閣
総
理
大
臣
の
記
憶
に
よ
れ
ば
、
「
日
中
友
好
病
院
が
、
多
分
、
工
事
を
行
い
始
め
た
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
か
ら
五

十
六
年
の
ど
の
時
点
か
か
ら
出
て
い
た
と
記
憶
を
い
た
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
病
院
の
建
物
だ
け
が
で
き
ま
し
て
も
、
そ
し

て
、
日
中
友
好
病
院
自
体
は
中
国
の
伝
統
医
学
と
日
本
か
ら
移
し
か
え
よ
う
と
す
る
西
洋
医
学
と
の
そ
の
組
み
合
わ
せ
の
中

で
一
つ
の
き
ち
ん
と
し
た
姿
を
模
索
す
る
と
い
う
考
え
を
我
々
は
持
っ
て
お
り
ま
し
た
か
ら
、
中
国
側
に
こ
れ
を
受
け
て
支

え
る
仕
組
み
が
欲
し
い
と
い
う
考
え
方
は
当
時
か
ら
関
係
者
の
中
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
（
中
略
）
そ
う
し
た
中

で
、
本
当
に
ち
ょ
っ
と
医
学
が
進
め
ば
助
け
ら
れ
る
人
は
、
あ
る
い
は
乳
幼
児
の
死
亡
率
が
、
少
し
で
も
こ
れ
は
治
し
た
い 

橋
本
内
閣
総
理
大
臣
の
記
憶
に
よ
れ
ば
、
六
の
2
か
ら
4
ま
で
に
つ
い
て
並
び
に
七
の
3
及
び
4
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と

お
り
で
あ
る
。 

つ
い
て
の
全
体
の
平
均
の
期
間
は
、
お
よ
そ
一
年
程
度
で
あ
る
。 

御
指
摘
の
通
訳
の
件
に
つ
い
て
は
、
相
手
国
側
の
者
が
行
う
例
も
あ
る
。 
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と
い
う
の
は
、
当
時
関
係
す
る
者
皆
の
夢
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
本
語
で
医
学
教
育
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か

ら
ベ
チ
ュ
ー
ン
医
科
大
学
の
名
前
は
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
た
し
か
五
十
六
年
の
い
つ
ご
ろ
か
ら

か
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
私
は
、
そ
れ
は
大
事
な
仕
事
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
か
ら
、
当
時
か
ら
、
こ
う
い
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
は
あ
ち
こ
ち
に
対
し
て
一
生
懸
命
に
説
明
を
し
て
歩
き
ま
し
た
。
」

（
平
成
十
年
（
千
九
百
九
十
八
年
）
五
月
二
十
五
日
参
議
院
行
財
政
改
革
・
税
制
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
に
お
け
る
橋
本

内
閣
総
理
大
臣
答
弁
）
と
の
こ
と
で
あ
る
。 
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